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はじめに
近年, 発達障害児・者に対して, 社会的に注目が
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The aim of this paper is to review previous studies investigating siblings of people with disorders, to
compare support systems available for such siblings both overseas and in Japan, and to clarify directions
for future support systems for such siblings. The review revealed that siblings' problems differed depend-
ing on the attitudes of parents toward siblings, and the type and degree of disorder, among other factors.
Additionally, overseas support systems available for such siblings are recognized as important, and are
being promoted as a public project. However, in Japan, the support system for siblings of people with dis-
orders is insufficient, and most of activities for siblings appear to be delivered by self-help groups. There-
fore, Japan's own support programs for such siblings need to be developed while referring to the advanced
systems available for siblings overseas.






































我が国においては 20 年程前から, そのようなきょ
うだいに対する支援の必要性が指摘され始めた｡ 三
原 (2000) によれば, きょうだいには, ①家族の心
理的安定と成長, ②両親に代わって同胞を理解する
立場, ③訓練のための援助者, ④収容施設への安易











に関して, 否定的側面と肯定的側面の 2 つが報告さ











性別, 出生順序, 親の態度, きょうだいの数, 家族
の経済状況などが指摘されてきた (三原, 2000；西














た｡ この点は, 障害者 (主に知的障害者) のきょう






























































































(2013) は, 知的障害者の同胞をもつ中年期 (40 代
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て, 障害の種類・程度が指摘されている (三原, 20





多動性障害 (ADHD), 学習障害 (LD) などの,
いわゆる軽度発達障害児が, きょうだいに及ぼす影










き難いこと (圓尾・玉村・郷間・武藤, 2010), 同
胞の障害特性から同胞との間の距離感に戸惑いやす
いこと (大瀧, 2012) が明らかとなっている｡ 一方
で, 軽度発達障害児・者のきょうだいが辿る心理的
プロセスについて仮説モデルを生成することを目的








倉・辻井 (2015) は, きょうだいが ASD の同胞と
の関係を肯定的に受け止めていくにあたり, 障害の
程度による違いがあるのかを検討している｡ 調査の
結果, ASD 児者のきょうだいも, きょうだい関係
を肯定的に認識するに至る過程があることが明らか






討した研究 (武田・熊谷, 2015) では, 知的障害を
有する ASD 児 (MRASD 児) は高機能 ASD 児
(HFASD 児) や定型発達児に比べ, きょうだい間
の温かさや親密さを表す行動の頻度が低いことが示
された｡ このことから, ASD 児の社会性の障害に
知的障害が加わることで, きょうだい間の関係性が
より希薄になることが明らかとなった｡ また, この
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散見された (川上, 2013, 2014)｡ ASD は, ことば
や感情の交流を通して他者との関係を築くことの難
しさ, 社会性の障害, 興味や活動の局限といった特
性を有する発達障害である (柳澤, 2012)｡ また,
そのような中核的な障害特性に加えて, 他傷や自傷,
衝動・多動性, 強迫的行動, かんしゃく, 感覚過敏
などの症状を伴うため, 共に暮らす家族の生活に深













場合がある (浅井ら, 2004；大瀧, 2012)｡ また,
高校入学までの学齢期を同胞と同じ学校で過ごすこ




















表的な例としては, アメリカの ｢Sibshop｣ (Meyer
& Vadasy, 2008) というワークショッププログラ












専門家に提供すること, の 5 点を目的としている｡







動 (Dodd, 2004) や, ｢リバプール家族支援プロジェ
クト｣ に登録している家庭のきょうだいを対象とし
た支援活動 (Naylor & Prescott, 2004) が展開さ
れている｡ また, 上記の 2 つ以外に, ｢Sibs.org.U
K (Sibs for brothers and sisters of disabled chil-
dren and adult)｣, ｢The Sibling Support Group
Service (Burton Street Foundation)｣, ｢Hull Sib-
ling Support Service (Village Farm Business
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Centre: Barnardo's org. UK)｣, ｢Coteford Chil-
dren's Centre Siblings group｣ といったきょうだ
い支援プログラムが実施されているとの報告がある









支援組織である ｢Parent to Parent New Zealand｣
が, 大人のきょうだいのための支援プログラムとし
て 18 歳以上のきょうだいを対象に ｢Second Gen-
eration Workshop｣ というパッケージ型支援プロ
グラムを独自に展開させている (阿部, 2016)｡ ｢P
arent to Parent New Zealand｣ は, 障害のある人
とともに暮らす家族をサポートするピアサポート組
織で 1983 年から活動を開始しており, 日本におけ
る ｢親の会｣ ｢家族会｣ 組織に相当するものである
ようだ｡ 活動の柱は大きく分けて 4 つあり, その内
の 1 つが ｢Sibling Support (きょうだい支援)｣ で
ある｡ これまで, Sibshop のような学齢期のきょう
だいを対象とした支援プログラムは数多く開発され
















前嶋・米田 (2003) によれば, 我が国において,
障害児・者のきょうだいの問題に先駆的に取り組ん
できたのは, 1963 年に設立された ｢全国心身障害
者をもつ兄弟姉妹の会｣ である｡ その活動内容は,
障害者施策や障害者運動の変遷等の社会的な変化に
伴って変化してきた｡ まず, 設立当初の 1963 年か































た｡ 代表的なものとしては, 自閉症児・者の 6 歳以
上のきょうだいを対象とした ｢きょうだい教室｣ が

























(田倉・辻井, 2007)｡ これは, 夏休みを利用した 4
泊 5 日の海洋体験学習を中心として, 同胞の発達障
害について理解を深める障害理解の促進と同時に,































摘がある (阿部・神名, 2015)｡ また, 特定の家族
メンバーが抱える問題を軽減, 解決し, 生活の安定
を図ることは, 他の家族メンバーの生活の安定にも
























































以上のように, 近年, 我が国においても, 様々な
視点から定型発達のきょうだいを対象とした支援プ
ログラムが開発されていることが明らかとなった｡





















(ASD), 注意欠如・多動症 (ADHD), 限局性学習


























































リオ ｢家族の紹介ブック｣ 創作活動を通して― 家
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注
1 自閉症, アスペルガー症候群, 広汎性発達障害, 学
習障害, 注意欠陥/多動性障害などの ｢発達障害｣ の
名称はアメリカ精神医学会 (American Psychiatric
Association: APA) の診断基準 DSM-Ⅳにおける表




いる｡ なお, 自閉症, アスペルガー症候群について
は, 自閉症スペクトラム障害 (ASD) に統合された｡
心理学研究科・心理学部紀要 第 17 巻 第 1 号 50 周年記念号
72
